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陸
機
の

兄
弟
に

つ

い

て

佐

　
藤

　
利

　
行
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一

　

は
じ

め

に

　
西

晋
の

陸
機
に

は
、

三

人
の

兄

と
二

人
の

弟
が

い

た
。

す

な
わ

ち
汪

藻
の

『

世

説

叙

録
』

に

あ

る

「

呉
郡

陸

氏
譜
」

に

は
、

次
の

よ
う

に

あ
る

。

【

四

世
】

晏
、

抗

子
。

呉

裨
将
軍

、

夷

道
監

。

為
王

濬
所

誅
。

景
、

抗

子
。

字
士

仁
。

騎
都
尉

、

眦
陵
侯

、

偏
将

軍
。

為
王

　

　
濬

所

誅
。

玄
、

抗
子

。

機
、

抗
子

。

字
士

衡
。

呉

牙

門

将
、

晋

平
原

内

史
、

行

後
将

　

　

軍
、

河

北

大
都
督

。

為

成

都
王

穎

所

害
。

年
四

十

三
。

雲
、

抗

子
。

字

士

龍
。

晋

呉

王
郎

中

令
、

清
河

内

史
、

大

将

　

　

軍

右
司
馬

。

為
成
都

王

穎
所

害
。

年

四

十
二

。

耽
、

抗
子

。

平

東

祭
酒

。

為

成
都
王

穎

所
害

。

こ

れ

に

拠
っ

て
、

陸
機
に

は

「

晏
・

景
・

玄
」

と
い

う
三

人
の

兄

と
、

「

雲
・

耽
」

と
い

う
二

人
の

弟

が
い

る

こ

と

が

分

か

る
。

こ

れ

ら
の

事
は

、

『

三

国

志
』

『

晋

書
』

等
の

史
書
に

拠
っ

て

も

知

る
こ

と
の

で

き

る

こ

と
で

あ

る
。

し

か

し
、

二

陸

と

称
さ

れ

た

陸

機
・

陸

雲

と
の

詳

し
い

関

係
は

、

雲
が

機
に

宛
て

た
「

與
平

原
書
」

等
の

資

料
に

よ
っ

て

そ

の

詳
細
を

知

る

こ

と

が

で

き

る
の

に

比

ぺ
、

陸
機
と
三

人
の

兄
、

末
弟

耽
と

の

関
係
に

つ

い

て

は
、

尚

お

不

明
な

点

も

多
い

。

ま

た
、

陸

機
に

は

此
の

五

人
の

兄

弟
の

他
に
、

実
は
一

人
の

姉
が

い

た
。

　
以

下
、

小

論
で

は

陸

機

と
そ

の

兄
弟

と
の

関

係
に

つ

い

て
、

新

出
の

資
料
を

紹

介
し

な
が

ら
考

察

を
加

え
る

こ

と
に

す

る
。

二

　

陸
機
の

姉
に

つ

い

て

　
陸
機
の

姉
に

つ

い

て

は
、

夙
に

姜
亮
夫
氏
の

『

陸

平

原
年

譜
』

　
　
　

　

　

 

に

指
摘

が

あ

り
、

そ

れ
に

拠
れ
ば

陸
機
の

姉
は

顧
謙

な
る

人

物
と

結
婚

し

て

い

た
。

す

な

わ

ち
、

『

宋
書
』

巻
八

十
一

の

顧
覬

之

伝

に
、
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顧

覬
之

、

字
偉
仁

。

呉

郡
呉

人

也
。

高

祖

謙
、

字

公

譲
。

晋

　

平

原
内
史

陸
機
姉

夫
。

祖

崇
。

大

司

農
。

顧
覬

之
、

字
は

偉
仁

。

呉

郡
・

呉
の

人

な
り

。

高
祖
は

謙
、

字

は

公

譲
。

晋
の

平

原

内
史

　
陸

機
の

姉
の

夫
な

り
。

祖
は

崇
。

大

司

農

た
り

。

　
　

　
　

と

あ

る
。

高

橋
和

巳

氏
は

「

陸

機
の

伝
記

と

そ

の

文

学
」

（

『

中

国

文
学

報
』

第
十
一

・

十
二

冊
）

の

注
に

示

す

陸

氏
系

図
で

、

陸

機
に

姉
が

い

て
、

顧

謙
な

る

人

物
に

嫁
い

で

い

た
こ

と
を

指

摘
さ

れ

て

い

る

が
、

こ

れ

も

此
の

指
摘
に

拠
る

も

の

と

思
わ

れ

る
。

　
と
こ

ろ

で
、

近

年

溌

椀
さ

れ

た

『

文

選
』

集
注

本

残
巻
（

天

津

市
芸
術

博

物

館

蔵
）

は
、

『

京

都

帝

国
大

学

文

学
部

景

印

舊
鈔

本
』

第
九

集
に

収
め

る

文
選

集

注

本
巻

四

十
八

上

と

巻
四

十

八

下

残
一

葉
と

の

ち
ょ

う
ど

間
に

当

た
る

部

分
で

、

こ

こ

に

は

陸

機
の

詩
が

収
め

ら

れ

て

い

る
。

そ

の

「

贈
尚

書
郎
顧

彦

先
二

首
」

の

題
下

の

注
に

次
の

よ

う

に

あ
る

。

　

李
善
日

、

王

隠

晋
書

日
、

顧
栄

、

字
彦
先

、

呉

人
也

。

為

尚

　

書
郎

。

鈔

日
、

機
従

洗

馬

為
呉
王

郎

中
令

、

従
郎

中

又

為
尚

　

書
郎

。

彦

先

亦
為

尚

書

郎
、

同

在

楚
省
別

院
。

栄

復

是

機
姉

　

夫
。

于

時
遇
雨

不

得
相

見
、

相

憶
作

此

詩
。

李
善
曰

く
、

王

隠
の

『

晋
書
』

に

曰
く

、

顧

栄
、

字
は

彦

先
、

呉

の

人

な

り
。

尚

書

郎
と

為

る
。

鈔
に

曰

く
、

機
は

洗
馬

よ

り

呉

王

の

郎

中

令
と

為

り
、

郎

中
よ

り
又

た

尚

書
郎

と

為
る

。

彦

　

　

　

　

　

　

　
た

　

　
　
　
　
　

と
も
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　

ま

先

も

亦

た

尚
書

郎

為
り

て
、

同
に

楚

省
の

別

院
に

在
り

。

栄

は

復

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
あ

た
是

れ

機
の

姉
の

夫

な
り

。

時
に

干
い

て

雨
に

遇
ひ

相

ひ

見
ふ

を
得

ざ
れ

ば
、

相
ひ

憶
ひ

て

此
の

詩

を

作
る

。

す
な

わ

ち
、

李

善
は

王

隠
の

『

晋

書
』

を

引
い

て

顧

栄
が

尚
書

郎

で

あ
っ

た

こ

と

を

説
明

す

る

だ
け

で

あ

る

が
、

鈔

に

拠
れ

ば
、

噸

栄
の

妻
は

陸

機
の

姉

と
い

う
こ

と
に

な
る

。

邱

檠
賜

氏
に

よ

れ
ば

、

鈔
の

注
釈
の

性

格
と

し

て

李
善
注
を

補
っ

た

り
、

別
の

解

釈

を
示

す

場
合
が

あ

る

と

い

う
こ

と

で

あ

る

が
、

果

た

し

て

鈔

は

何
を

根

拠
に

し

て

こ

の

よ

う
な

見

解
を

示

し

た
の

で

あ

ろ

う
か

。

『

宋

書
』

に

見
え

る

も

の

と
は

異

な
っ

た

指

摘

を

し
て

い

る
。

　

そ
れ

で

は
、

陸

機
の

姉
の

夫

は

顧
謙

な
の

か
、

そ

れ

と

も

顧

栄

な
の

か
。

こ

こ

で

気
に

な

る
の

が

顧

謙
と

顧
栄

と
の

関

係
で

あ

る
。

両

者
の

関

係

を

示

す

資
料

と

し

て
、

『

晋

書
』

巻

六

十

八
・

顧

栄

伝
に

は

次
の

よ

う

に

あ

る
。

　

時
南
土

之
士

、

耒
尽

才

用
。

栄

又

言
、

「

陸
士

光
、

貞
正

清

　

貴
、

金

玉

其

質
。

甘

季

思
、

忠

款

尽

誠
、

膽
幹

殊

快
。

殷

慶

　

元
、

質
略

有

明
規

、

文

武
可

施

用
。

栄

族

兄

公

譲
、

明

亮
守

　

節
、

困

不

易
操

。

会
稽
楊

彦

明
・

謝
行

言
、

皆
服
膺

儒
教

、

　

足

為

公

望
。

賀

生

沈
潜
、

青

雲
之

士
。

陶
恭

兄
弟

、

才

幹

雖

　

少
、

実
事
極

佳
。

凡

此

諸
人

、

皆
南

金

也
」

。．

書
奏

、

皆
納

　

之
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

と

ご

と

時
に

南

土

の

士
、

未

だ

尽

く

は

才

と
し

て

用

ひ

ら

れ

ず
。

栄

は

又

た

言

ふ
、

「

陸
士

光
は
、

貞
正

　
清

貴
に

し

て
、

其
の

質

2
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を

金

玉

に

す
。

甘

季
思

は
、

忠
款

　
誠
を

尽
く

し
、

膽
幹

　
殊

に

快

な

り
。

殷

慶

元
は

、

質

略
に

し

て

明

規
有

り
、

文
武

　
瀧

用

す

可
し

。

栄
の

族

兄
の

公

譲
は

、

明

亮
に

し

て

節

を

守
り

、

困

　
　
　

　

　

　
カ

ま

り
て

も

操
を

易
へ

ず
。

会
稽
の

楊

彦
明
・

謝

行

言
は

、

皆
な

儒

教
を
服

膺

し
、

公

望

と

為
す
に

足

る
。

賀
生

は

沈

潜
す

る

も
、

青
雲
の

士

な

り
。

陶
恭
兄
弟
は

、

才

幹

　
少
な

り

と

雖
も

、

実

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　’

事
は

極

め

て

佳
な

り
。

凡

そ

此
の

諸
人

は
、

皆
な

南

金
な

り
」

と
。

書

奏
す

る

に
、

皆
な

之

を
納
る

。

こ

こ

に
「

栄
族

兄

公

譲
」

と

あ
る

こ

と
か

ら
、

顧
謙
（

字
は

公

譲
）

は

顧

栄
の

族

兄

で

あ
る

こ

と

が

分
か

る
。

因

み
に

汪

藻

『

世

説

叙

録
』

の

「

呉

国

呉

郡

顧
氏

譜
」

に

は
、

顧

栄
の

別

族

と
し

て

顧
謙

の

名
が

見

え
、

次
の

よ
う

に

あ

る
。

た

の

で

あ

ろ
う

。

　

さ

て
、

以

土
の

資
料
に

よ
っ

て

陸
機
の

姉
の

存
在
が

確

認
で

き

た
が

、

陸

機
・

陸
雲

の

作

品
の

中
に

も

姉
の

存
在
を

窺
わ

せ

る

幾

つ

か

の

資

料
が

あ
る

。

例
え

ば

陸

機
の

「

愍

思

賦
」

が

そ

れ

で

あ

゜

る
。

此
の

賦
に

は

次
の

よ

う
な

序
が

附
せ

ら

れ
て

い

る
。

゜

予

屡
抱

孔

懐
之
痛

、

而

奄
復

喪

同
生

姉
。

銜

恤
哀
傷

、

一

載

　

之
躙
い

而

喪
制

便

過
。

故

作

此
賦

、

似

粥
惨
惻
之

感
。

予
は

屡

ば

孔

懐
の

痛
み

を

懐
き

、

而
も

奄

ち

復
た

同
生
の

姉

　
う

し

な

　
　
　

　

う

れ

　
　
　

　

　

　

　

ふ

く

を

喪

ふ
。

恤

ひ

を

銜

み

て

　
哀

傷

し
、

一

載
の

間
に

し

て
、

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

も

゜

喪

制

　
便
ち

過

ぐ
。

故
に

此
の

賦
を

作
り

、

以

て

惨

惻
の

感
ひ

を

紆
す

。
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【

三

世
】

彦
、

悌
子

。

禮
、

悌

子
。

謙
、

悌
子

。

秘
、

悌

子
。

字

公

譲
。

晋
平

原

内

史
。

交

州

刺
史

。

と

こ

ろ

で
、

こ

こ

に

名
の

見
え

る

顧

秘
で

あ

る

が
、

陸

機
に

は
「

贈

顧

交

阯
公

真
一

首
」

と
い

う

詩
が

あ
り

、

そ

の

題
下
の

李

善
注
に

引

く
『

晋

百

官
名
』

に

は
「

交

州

刺
史
顧
秘

、

字
公

真
」

と
あ

る
。

そ

う
で

あ

る

な
ら

ば
、

顧

秘

は

陸
機
と

も

交

際
の

あ
っ

た

人

と
い

う
こ

と

に

な
り

、

陸
機
は

顧

氏
の

多
く

の

人

と

交

流

を
持
っ

て

い

こ

こ

で

「

孔

懐
之

痛
」

と
い

う
の

は
、

兄
弟
の

死
を

言

う
が
禰

こ

の

序

に

よ
っ

て

陸
機
に

姉
が

い

て
、

そ

の

姉
が

亡

く

な
っ

た
と
い

う

こ

と
が

分

か

る
。

次
に

賦
の

本
文
を

見
て

み

よ

う
。

　

時
方

至

其

倏

忽
、

歳
既

去

其
碗
晩

。

楽
来

日

之

有
継

、

傷
頽

　

年
之

莫

纂
。

覧
萬
物

以

澄

念
、

怨

伯

姉
之

已

遠
。

尋

遺

麈
之

　

思
長

、

瞻
日
月

之

何

短
。

升
降

乎

階
際
、

顧

盻
兮

屏

営
。

雲

　

承
宇

兮

藹
藹

、

風
入

室
兮

冷
冷

。

僕
従

為

我

悲
、

孤

鳥
為

我

　

鳴
。

時

は

方
に

至

る

こ

と

其
れ

倏

忽
た
り

、

歳

も

既
に

去
る

こ

と
其

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　
つ

れ

碗
晩
た

り
。

来
日

の

継

ぐ

有
る
を

楽
し

む

も
、

頽
年

の

纂
ぐ
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お

も

莫
き

を

傷
む

。

萬

物

を

覧
て

以
て

念
ひ

を

澄
ま

せ
、

伯

姉
の

已

に

遠

き

を

怨
む

。

遺

塵

を

尋

ね
て

は

之

れ

思
ひ

は

長
く

、

日
月

を

瞻
て

は

之

れ

何

ぞ

短

き
。

階
際
に

升

降
し

て

は
、

顧
盻
し

て

屏

営
す

。

雲
は

宇

を

承
け

て

藹
藹
た

り
、

風
は

室
に

入

り
て

冷

冷
た

り
。

僕

従
は

我

が

為
に

悲
し

み
、

孤
鳥

は

我
が

為

に

鳴
く

。

こ

こ

に

「

覧

萬

物
以
澄

念
、

怨

伯
姉
之

巳

遠
」

と

「

伯
姉
」

の

語

　

　

　

　

　

　

　

 

が

見

え
る

こ

と
か

ら
、

或
い

は

他
に

も

女
の

兄
弟
が

あ
っ

た
の

か

も
知

れ

な
い

が
、

此
の

姉
が
一

番
上
の

姉
で

あ

る

こ

と

も
分
か

る
。

　
ま

た
、

次
に

挙
げ

る

の

は

陸

雲
の

「

歳
暮
賦
」

の

序
で

あ

る
。

　

余
祗

役

京
邑

、

載

離

永

久
。

永

寧
二

年
春

、

忝

寵
北

郡
、

其

　

夏

又

転
大

将

軍

右

司

馬

於

鄰
都

。

自
去

故
郷

、

荏
苒
六

年
、

　

惟

姑

與
姉
、

仍

見

背

棄
。

銜
痛
萬

里
、

哀

思

傷
毒

。

而

日
月

　

逝

速
、

歳
聿
云

暮
。

感

萬

物
之

既

改
、

瞻

天

地
而
傷

懐
、

乃

　

作

賦

以
言

情

焉
。

　

　

　

　

　

　

　
つ

つ

し

　
　
　
　
す

な

は

　
　

ふ

余
は

役

を

京
邑

に

祗

み
、

載

ち

離

る
こ

と

永

く

久
し

。

永
寧

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
め

ぐ

二

年
の

春
、

忝

く

も

北

郡
を

寵
ま

れ
、

其
の

夏

　
又
た

大

将
軍

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
よ

の

右
司

馬
に

鄰
都
に

転

ず
。

故
郷

を

去
り

て

自

り
、

荏

苒
と

し

て

六

年
、

惟
ふ

に

姑

と

姉
と
は

、

仍

り
に

背
棄
せ

ら

る
。

痛
み

　

　

　

　
ゐ

く

を

萬

里
に

銜
み

、

哀

思

　
傷

毒
す

。

而

も
日

月
の

逝

く
こ

と

速

　

　

　

　

　
つ

ひ

　
　

こ
こ

か
に

、

歳
は

聿

に

云

に

暮

る
。

萬
物
の

既
に

改
ま

る

に

感
じ

、

　

　

　

　

　
お

も

天

地

を

瞻
て

懐

ひ

を

傷

ま
し

め
、

乃

ち

賦
を

作
り

て

以

て

情
を

言

ふ
。

こ

こ

に

は

「

自
去

故
郷
、

荏

苒
六

年
、

と
あ

り
、

ま

た

賦
の

本
文
に

も
、

惟

姑
與
姉

、

仍

見

背
棄
」

　

問

仁

姑
而

背

世
兮

、

及

伯
姉

而

淪

喪
。

仁

姑

を

問
ふ

に

世
に

背
か

れ
、

伯

姉
に

及
ぷ

に

淪
喪
せ

ら

る
。

と
、

陸
機
の

賦

と

同
じ

よ

う
な

表

現
が

見
ら

れ

る
。

　

更
に

『

顔
氏
家
訓
』

文
章

篇
に

は
、

わ

ず
か

に

「

俔

天
之

和
」

　

　

　

　

　
た

と

（

天
の

和
に

俔
ふ
）

と
い

う
一

句
の

み

で

あ

る
が

、

陸

機
の

「

姉

誄
」

が

引
か

れ

て

お

り
、

こ

れ

も

陸

機
に

姉
が

い

た

こ

と
の

傍

証

　

　

　

　

　

　

　

 

に

な

る

資
料
で

あ

る
。

　

以

上
の

資
料
に

よ
っ

て
、

陸

機
の

姉
の

存
在
を

確

認
す

る

こ

と

が

で

き

た
。

た

だ
、

そ

の

姉
が

「

文
選

鈔
」

に

指
摘

す
る

よ

う
に

顧
栄
に

嫁
い

だ
の

か
、

或
い

は

『

宋
書
』

に

言
う
よ

う
に

顧

謙
に

嫁
い

だ
の

か
、

と
い

う

こ

と
に

つ

い

て

は
、

や

は

り

判

然
と

し

な

い
。

こ

の

点
に

つ

い

て

は
、

引

き

続
い

て

考
察
し

て

ゆ

き
た
い

。

三

　
陸

機
の

兄
に

つ

い

て

　

陸
機
の

兄
に

つ

い

て

は
、

『

呉

志
』

巻

十

三
・

陸

遜

伝
に

附

す

陸
抗

伝
に

次
の

よ

う
に

あ
る

。

秋
遂

卒
。

子

晏

嗣
。

晏
及

弟
景
・

玄
・

機
・

雲
、

分

領
抗

兵
。

晏

為
裨

将

軍
、

夷

道
監

。

天

紀

四
年

、

晋

軍

伐

呉
、

龍
驤
将

4
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軍

王

濬

順

流
東

下
、

所

至
輒
克

、

終

如
抗
慮

。

景
字

士

仁
、

　

以
尚

公
主

拝

騎

都

尉
、

封
眦
陵
侯

。

既
領

抗
兵

、

拝

偏

将
軍

、

　

中
夏

督
。

澡
身

好

学
、

著
書
数
十

篇

也
。

二

月
壬

戌
、

晏

為

　
王

濬

別

軍

所

殺
。

癸

亥
、

景
亦

遇

害
。

時

年
三

十
一

。

秋
、

遂
に

卒
す

。

子
の

晏

　
嗣
ぐ

。

晏
及

び

弟
の

景
・

玄
い

機
・

雲
は

、

抗
の

兵

を

分

領
す

。

晏
は

裨

将
軍
・

夷

道
の

監

と

為
る

。

天

紀
四

年
、

晋

軍
は

呉
を

伐

ち
、

龍
驤

将
軍
の

王

濬
は

、

流
れ

に

順
ひ

て

東

下
し
、

至

る

所
は

輒
ち

克

ち
、

終
に

抗
の

慮

ふ
る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め

と

が

如
し

。

景
、

字
は

士

仁
、

公

主
を

尚

る

を

以
て

騎
都

尉
に

拝

せ

ら
れ
、

眦

陵

侯
に

封
ぜ

ら

る
。

既
に

抗
の

兵

を

領
す

る

や
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

を
さ

偏

将

軍
・

中

夏
の

督
に

拝
せ

ら
る

。

身

を

澡
め

学

を
好

み
、

−

書

数

十
篇

を

著
は

す

な

り
。

二

月
壬

戌
、

晏
は

王

濬
の

別

軍
の

殺

す

所
と

為
る

。

癸

亥
、

景

も
亦

た

害
に

遇

ふ
。

時
に

年
三

十
一

。

・

「

秋
、

遂

に

卒
す
」

と

あ
る

が
、

こ

れ
は

呉
の

鳳

皇
三

年
（

二

七

四
）

の

こ

と

で

あ

る
。

父

の

陸
抗
が

亡

く
な
っ

た

後
、

そ

の

兵
を

晏
・

景
・

玄
・

機
・

雲
の

五

子
が

分

領
し

た
。

し

か

し
、

六

年
後

の

天

紀

四

年
（

二

八

〇
）

、

晋

軍
は

呉

を

伐

ち
、

龍
驤
将

軍

王

濬
゜

の

率
い

る

軍
に

敗

れ
、

晏
・

景
は

戦
死
し

た
の

で

あ
っ

た
。

・

　
こ

の

事

は
、

『

呉

志
』

巻
十
二

・

虞

翻

伝

の

裴
注
に

も
、

次
の

よ

う
に

見

え
て

い

る
。

　

晋

征
呉

、

（

虞
）

忠

與

夷

道

監

陸

晏
、

晏

弟
中
夏

督

景
、

堅

　
守

不
下

、

城
潰

被

害
。

晋
、

呉
を

征

す
る

や
、

忠

は

夷
道
の

監

陸

晏
、

晏
の

弟
中

夏
の

督

景

と
、

堅

く

守
り

て

下

ら
ず

、

　

　
や

ぶ

城
は

潰
れ
て

害
せ

ら

る
。

同

様
の

内

容
の

記

事
は

、

『

晋

書
』

巻
三
・

武

帝

紀
お

よ

び

巻
四

十
二

・

王

濬
伝

に

も

記
さ

れ

て

い

る

が
、

史
書
に

は

こ

の

他
に

そ

の

名

を

見
る

こ

と
は

で

き

な
い

。

．

こ

の

よ

う
に
、

陸

機
の

兄

の

晏
・

景
に

つ

い

て

は
、

史
書
は

詳

し

い

こ

と

を
伝

え

て

く
れ

な
い

が
、

陸
機
の

雲
に

与

え
た

詩
に

よ

っ

て
、

そ

の

あ

た
り

の

事

情
を

知
る

こ

と
が

で

き

る
。

す

な
わ

ち
、

陸
機
の

「

贈

弟

士

龍
」

（

弟

の

士

龍
に

贈
る

）

と
い

う
全

十
章
か

ら
な

る

詩
で

あ

る
。

此
の

詩
に

は
、

次
の

よ

う
な

序
が

附
さ

れ
て

い

る
。

　
余

弱

冠

夙
孤

。

與

弟
士

龍
、

銜

恤
喪

庭
。

続

会
逼
王

命
、

墨

　
経

従
戎

。

時

並

繁

髪
、

悼

心

告

別
。

漸

歴

八

載
、

家

邦
顛

覆
。

　
凡

厥

同
生
、

彫

落

殆
半

。

収

迹
之

日
、

感
物

興

哀
。

而

龍
又

　
先

在
西

、

時

迫

当

祖
載
二

昆
。

不
容

逍

遙
、

銜

痛
東
徂

、

遺

　
情

西

慕
。

故
作

是
詩

、

以

寄
其
哀

苦

焉
。

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

れ

余

は

弱

冠
に

し

て

夙
に

孤

た

り
。

弟
の

士

龍
と

與
に

、

恤

ひ

を

　
　
　
ふ
く

　

　

　
　
　
つ

　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　

ぼ
く

て

つ

喪
庭
に

銜
む

。

続
い

で

王

命
に

逼

ら
る

る

に

会

ひ
、

墨

経
し

て

い

く

さ

　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
え

い

は

つ

戎

に

従
へ

り
。

時
に

並

び

に

紫

髪
し
、

心

を

悼
め

て

別

れ

を

　
　
　

　

　

　

　

　
へ

告
ぐ

。

漸
く

八

載

を

歴
、

家

邦
は

顛
覆
す

。

凡
そ

厥
の

同

生
、

彫
落

　
殆
ど

半
ば

な
り

。

収

迹
の

日
、

物
に

感
じ

て

哀
し

み

を

興
す

。

而
し

て

龍
は

又

た

先
に

西
に

在
れ
ば

、

時
に

当
に

二

昆

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゆ

る

を
祖

載

す
べ

き

こ

と
を

迫

ら

る
。

逍
遙

す

る
を

容

さ

れ
ず

、

痛

5

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

み

を

銜

ん
で

東
に

徂

き
、

情
を

遺
し

て

西

を

慕
ふ

。

詩
を

作

り
て

、

以

て

其
の

哀

苦

を

寄
す

。

故
に

是
の

こ

こ

に

「

漸
く
八

載
を

歴
、

家
邦
は

顛
覆

す
」

と

あ

る

が
、

陸

機

の

父

抗

が

亡

く
な
っ

た
の

は
、

呉
の

鳳

皇
三

年
（

二

七
四
）

の

こ

と
で

あ

る

か

ら
、

此
の

詩
が

作

ら
れ

た
の

は
、

二

八

二

年
、

°

す
な

わ
ち

太

康
三

年
、

呉

国
滅

亡
の

二

年

後

以

降
の

こ

と

と

思
わ

れ
る

。

陸

機
は

戦
死

し

た
二

人
の

兄
の

柩
を

郷

里
に

運
ぶ

た
め

に
、

西
に

残
る

雲

の

こ

と
が

気
が

か

り

で

あ
っ

た
よ

う

で

あ
る

。

　

さ
て
、

全

て

十

章

か

ら

成
る

此
の

詩
は

、

そ

の

第
一

章

で

陸

氏

の

功

業

を

称

賛
し

た

後
、

続
く

第
二

章
で

は
、

戦

死
し

た
二

人
の

兄
（

晏
・

景
）

に

つ

い

て
、

次
の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
。

篤
生
三

昆

克

明

克
俊

遵
途
結
轍

承

風

襲
問

帝
日

欽
哉

纂
戎

裂
祚

雙

組

式
帯

綬
章
載
路

即

命
荊
楚

対
揚
休

顧

肇
敏

厥

績

武
功

聿

挙

篤

く

三

昆
を

生

み

克
く

明
に

し

て

克
く

俊

な
り

み

ち

　
　
し
た

が

途

に

遵

ひ

て

轍
を

結
び

風

を

承
け

て

問

を

襲
ふ

　

　

　

　
つ

つ

し

帝

日

く

　

欽

ま

ん
か

な

な

ん

ぢ

　
　

　
　
　
　
　

　
つ

戎

が

烈

祚
を

簒
げ

よ

と

　

　

　
も
つ

雙
組

　
式
て

帯
に

し

　

　

　

　

　
み

綬
章

　
路
に

載
つ

即

ち

荊

楚
に

命
あ
り

て

休

顧

を

対
揚
す

　

　

　

　

　

　

　
は
か

敏

な

る

厥
の

績

を

肇

り

　

　

　
こ

こ

武

功
は

聿
に

挙
が

れ

り

煙
媼
芳
素

綢
繆

江

滸

昊
天

不

弔

胡
寧

棄
予．

煙

媼
の

芳

素

江

滸
に

綢

繆
す

　

　

　
あ
は

れ

昊

天

　

弔

ま
ず

な

　
ん

胡

寧
ぞ

　

予
を

棄
つ

る

や

「

敦
厚
な

る

徳
を

受
け

て

生

ま

れ
、

聡

明
で

あ
ら

れ

た

兄
上

は
、

天

子
の

命
に

よ
っ

て

荊

州
に

向
か

い
、

そ

の

地
で

武

勲

を

挙
げ

ら

れ

ま
し

た
の

に
、

し

か

る

に

ど

う
し

て

天
は

隣
れ

む
こ

と
な

く
、

わ

た
し

を

見

捨
て

て

し

ま
わ

れ

た
の

か
」

と
、

兄
を

失
っ

た

悲

し

み

を
詠

じ

て

い

る
。

　

続
く

第
三

章
で

は
、

才

能
の

無
い

自

分
が

父

の

兵

を

授
か
っ

て

出
陣
し

た
こ

と
、

第

四

章
で

は

呉

国
が

敗
れ

た

こ

と

を

詠
い

、

第

五

章
で

は

弟
雲
へ

の

励

ま
し

、

第
六

章

で

は

敗

戦
の

悲
し

み

を

述

べ

て

い

る
。

こ

こ

で
、

自

往

迄
茲

曠

年
八

祀

む

か

し

　
　

　

　
　
　
　

　
い

た

往

よ

り

茲
に

迄

る

ま

で

　

　
む

な

年
を

曠

し

く

す

る

こ

と

八

祀

な
り

と
い

う
の

は
、

序
に

「

漸
く

八

載
を

歴
、

家

邦
は

顛

覆
す
」

と
あ

る

の

と

同
じ

く
、

父

を

失
っ

て

か

ら

八

年
の

歳

月
が

経
過

し

た

こ

と
を

い

う

も
の

で

あ

る
。

そ

う
し

て
、

そ

の

八

年
の

間
の

思
い

を

第
七

章
で

述
べ
 

第
八

章
で

は

家
に

帰

る

様
子
を

述
べ

て

い

る
。

第
九

章
で

は
、

‘

昔
我

斯

逝

　
　
昔

　
我

こ
こ斯

に

逝
く

や
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兄

弟

孔

仁

今

我

来

思

或

凋

或

疚

　

　

　
は

な
は

　

　
い

つ

く
し

兄
弟

　
孔

だ

仁

め

り

今

我

　
来

た
る

や

或
い

は

凋

し

　
或
い

は

疚

す

と
、

「

昔
、

出

征
し

た

と

き
に

は
、

兄

弟

み

な

揃
っ

て

い

つ

く

し

み

あ
っ

て

い

た
の

に
、

今
、

帰
還
す

る

や
、

亡

く
な
っ

た

者
も

あ．

り

　
病

む

者

も

あ
る

」

と
、

兄
を

失
っ

た

思
い

を

詠
っ

て

い

る
。

呉

国
の

滅

亡
、

父

の

死
、

二

人
の

兄
の

戦
死

と
、

悲
哀
に

満
ち

た

八

年
間

の

思
い

を

述
べ

た

あ

と
、

終
わ

り
の

第
十

章
で

そ

の

思
い

を

結
ん

で

い

る
。

　

此
の

詩

は
、

高
橋

和

巳

氏
が

入

洛

前
の
二

陸
の

状
況

を
知

る

貴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

重

な

資
料

で

あ
る

と

し

て

早

く
に

取
り

上
げ

て

お

ら

れ
、

そ

こ

で

は

此

の

詩

に

よ
っ

て
、

『

晋
書
』

本
伝
に

陸

機
は

太
康
の

末

年
に

入

洛
し

た
、

と
あ

る

そ

の

前
に

、

実
は

捕

虜
と

な
っ

て

い

っ

た
ん

洛
陽

に

連
行

さ
れ

、

二

人

の

兄
の

埋

葬
の

た
め

に

許

さ
れ

て

呉
に

戻
っ

て

き
た

の

だ
と

い

う

説
を

出
し

て

お

ら
れ

る
。

そ

れ

に

つ

い

て

は

立

命

館
大

学

蝦
本

幸
男
氏
が

異
を

唱
え
、

別
の

見
解

を

提

示
し

て

お

ら

れ

る
が

、

今

回
は
二

陸
の

こ

と
に

は

触

れ
な

い

で
お

く
こ

と

に

す

る
。

　
さ

て
、

『

藝

文

類

聚
』

巻
二

十
一

・

人

部
・

友
悌
に

は
、

陸
機

の

二

兄
の

景
が

、

長

兄
の

晏
に

宛

て

た

書

翰
が

二

通

収
め

ら
れ

て

い

る
。

そ

の

内
の
一

書
の

内
容
は

次
の

ご

と

く

で

あ
る

。

向
訣

不
知

所

言
、

追

惟

銜

恨
、

恨

結
胸
懐

。

懐
此

恋

恨
、

何

　

時
可

言
。

望

路

則

尚

近
、

別

巳

千

里
、

其
為

思

結
、

纏

在
心

　

膂
。

於

是

離
折
、

路

人

悲
之

。

況

処
此
戚

、

兼
之

懿

好
。

情

　

之

感

咽
、

何
時

可

勝
。

念

兄
始

出
、

既

当
労

思
。

厳
寒
向
隆

、

　

経
塗
轗
軻

。

既
宜

保

徳
、

為
世

作

資
。

厚
自

珍
愛

。

さ

き

　

わ
か

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　

ふ

く

向
に

訣
れ

て

よ

り

言

ふ

所
を

知

ら
ず

、

追

惟
し

て

は

恨
み

を

銜

み
、

恨

み

は

胸

懐
に

結
ぼ

る
。

此
の

恋

恨

を

懐
き

て

は
、

何
れ

の

時
に

か

言

ふ

可
け

ん

や
。

路
を

望

め
ば

則
ち

尚

ほ

近
き

も
、

別
れ

て

已
に

千

里

な

れ

ば
、

其
れ

為
に

思

ひ
は

結

ぼ
れ

、

纏
は

．
り

て

心

膂
に

在

り
。

是
に

於
い

て

離

折
し
、

路
人

　
之

を

悲
し

ま

ん
。

況

ん
や

此
の

戚
に

処

り
、

兼
ね

て

之
れ

懿
好
す

る

を
や

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

お

も

情
の

感

咽
す

る
、

何
れ

の

時
に

か

勝

ふ
可

け

ん

や
。

念
ふ
に

兄

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま

さ

は

始
め

て

出

で
、

既

に

当
に

労
思

す
べ

け

ん
。

厳
寒

　
隆

ん

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

よ

う

る

に

向
か

は
ば

、

経

塗

は

轗

軻
な

ら

ん
。

既
に

宜
し

く

徳

を

保

ち
、

世
の

為
に

資
と

作

す
ぺ

し
。

厚
く

自

ら

珍
愛
せ

よ
。

後
半
に
「

念
ふ

に

兄

は

始
め

て

出
で

、

既
に

当
に

労

思
す
べ

け

ん
」

と
あ

る
こ

と
か

ら

見
て

、

こ

の

手
紙
は

、

或
い

は

長

兄
の

晏
が

父

抗
の

死

後
、

そ

の

兵
を

分

領
し

て

始
め

て

故

郷

を

離
れ

た

時
の

も

の

と

思
わ

れ

る
。

兄
を

思

う

心

情
が

よ

く
表

れ

た

内
容
の

書

翰
で

あ
る

。

　

第
二

書

は
、

次

の

よ

う
な

も
の

で

あ

る
。

自
尋

外

役
、

出
入

三

年
。

縁

兄
之

篤

睦
、

必

時
存

之
。

寶
録

兄
書

、

積
之

盈

笥
。

不

得
新

命
、

無

以

自

慰
。

時

輒

温

故
、

以
釋

其
思

。

有
信
勿

忘
数

字
。

毎

見

手
迹
、

如

復
暫
会

。
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尋
い

で

外

役
し

て

自

り
、

出
入

す
る

こ

と
三

年

な

り
。

兄
の

篤

　

　
よ

睦

に

縁

り
、

必

ず

時
に

之
を

存

す
。

兄
の

書
を

寶
録

し
、

之

を

　

　

　

　

　
み

積
み

て

笥
に

盈

て

り
。

新
命
を

得
ざ

れ

ば
、

以
て

自

ら

慰
む

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と

無
し

。

時
に

輒

ち

故
き

を
温

め
、

以
て

其
の

思

ひ

を

釋
か

ん
。

信

有

ら
ば

数
字

を

忘
る

る
こ

と

勿
か

れ
。

手
迹

を

見

る

毎
に

、

復

た

暫
く

会

す
る

が

如

し
。

こ

こ

で

は
、

や
が

て

自
分

も
故

郷

を
離

れ

る

こ

と

に

な
っ

た

が
、‘

兄
か

ら
の

手
紙

だ
け

が

頼

り

で

あ

る
と

言
い
、

兄
に

対

す
る

弟
の

思
い

を

見
て

取

る

こ

と

が

で

き

る
。

ち

な

み

に

終
わ

り
の

「

有

信

勿

忘

数
字
」

と
い

う
「

信
」

は
、

東
晋
の

王

羲
之
の

書

簡
に

も
よ

く

見

ら
れ

る

語

で
、

使
者
の

こ

と

を
い

い
、

手
紙

な

ど

を
運

ん
で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 

い

た

者
の

こ

と

を

言
う

が
、

西

晋
の

時

代
に

お

い

て

も

既
に

そ

の

よ

う

な
人

が

い

た
こ

と

を

窺
わ

せ
、

そ

の

点
に

お
い

て

も
此
の

書

翰
は

興
味

深
い

資
料

で

あ
る

。

　

と
こ

ろ

で
、

三

番
目

の

兄
の

玄
で

あ

る
が

、

こ

の

人
に

つ

い

て

は
、

陸
機
に

「

呉

貞
献

処
士

陸
君
誄
」

が

あ

り
、

そ

の

中
で
、

　

人
皆
年

長
、

君
独

短

祚
。

人
は

皆
な

年

　
長

ず

る

も
、

君
は

独
り

短

祚
た

り
。

と

あ
る

よ

う

に
、

若

く
し

て

亡

く

な
っ

た
よ

う
で

あ

る
。

四

陸
機
の

弟
に

つ

い

て

　

陸
機
の

末，
弟
の

「

耽
」

で

あ

る

が
、

後
に

伝
が

附
さ

れ
て

い

る
。

『

晋

書
』

で

は

陸

雲

伝
の

　

雲

弟
耽

、

為

平

東
祭

酒
、

亦

有
清

誉
、

與
雲
同

遇

害
。

大

将

　

軍

参

軍

孫

恵
、

與

淮
南
内
史
朱

誕

書

日
、

「

不

意
三

陸
、

相

　

携

闇

朝
、

一

旦

湮

滅
、

道

業

淪

喪
。

痛
酷
之

深
、

荼

毒
難
言

。

　

国

喪
儁
望

、

悲
豈
一

人
」

。

其
為
州

里

所
痛

悼

如

此
。

雲
の

弟
は

耽
、

平

東
の

祭

酒

と

為
り

、

亦

た

清
誉

有

る

も
、

雲

と

同
に

害
に

遇
ふ

。

大

将

軍
の

参
軍
の

孫

恵
は

、

淮

南
内
史
の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

も

朱

誕
に

書

を

與
へ

て

日

く
、

「

意

は

ざ

り

き

　
三

陸
、

闇

朝
に

相
ひ

携
へ

、

　一

旦

に
し

て

湮

滅
し

、

道

業

　
淪

喪
せ

ん
と

は
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
う

し

な

痛

酷
の

深

き
こ

と
、

荼
毒

言

ひ

難

し
。

国

儁
望

を

喪

へ

り
、

悲

し

み

は

蚩

に
一

人
の

み

な

ら

ん
や
」

と
。

其
の

州

里
の

痛
悼
す

る

所
と

為

る

こ

と
此

く
の

如

し
。

こ

こ

で

は

「

三

陸
」

と
、

機
・

雲
・

耽
の

兄

弟

を

表
現
し

て

い

る

が
、

こ

れ

は

次

に

挙

げ

る

『

機
雲

別

伝
』

（

『

呉
志
』

巻
十
三
・

陸

遜

伝
所

引

裴

松・
之

注
）

に
、

陸

機
の

配

下

で

あ
っ

た

孟

玖
や

牽

秀

ら
の

讒

言

を
信

じ

た
司

馬

穎
が
、

　

穎
信

之
、

遣

収

機
。

并

収

雲

及
弟

耽
、

並

伏

法
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　
と
ら

穎

は

之

を

信
じ

、

機
を

収
へ

し

む
。

并
せ

て

雲
及

び

弟
の

耽
を

収
へ

、

並
び

に

法
に

伏

す
。
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と
、

陸

機
・

陸
雲
・

陸
耽
の

三

兄

弟
を

捕

ら
え

て

処

刑
し

て

し

ま

っ

た

と
こ

ろ
、

『

晋
書
』

に

あ

る

孫
恵

か

ら

朱
誕
へ

の

書

翰
が

こ

こ

に

見

え
、

　

孫
恵

與

朱
誕
書

日
、

「

馬

援
択

君
、

凡

人
所

聞
。

不

意
三

陸
、

　

相

携
暴

朝
、

殺
身

傷

名
。

可

為

悼
歎
」

。

事
亦

並

在
『

晋

書
』

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

え

ら

孫
恵

は

朱

誕

に

書

を

與
へ

て

日

く
、

「

馬

援
の

君

を

択

ぷ

は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

も

凡
そ

人
の

聞

く

所
な

り
。

意
は

ざ

り

き

　
三

陸
、

暴

朝
に

相
ひ

携
へ

て
、

身
を

殺
し

名

を

傷
つ

け

ら

れ
ん

と

は
。

為
に

悼
み

歎

く
可

し
」

と
。

事
は

亦

た
並

び

に

『

晋
書
』

に

在
り
。

と
あ

る
の

に

拠
る

も
の

で

あ

る
。

尚

お

終
わ

り

に
、

こ

れ

ら
の

こ

と
は

『

晋
書
』

に

見

え
る

と

い

う
の

は
、

勿

論
、

い

わ
ゆ

る

王

隠

の

『

晋
書
』

な

ど
の

古
晋

書
の

こ

と

を

言
う

も
の

で

あ
る

。

　
こ

こ

に

挙
げ

た

資

料
の

他

に
、

末
弟
の

「

耽
」

に

関

わ

る
も
の

を

未
だ

見
つ

け
て

い

な
い

が
、

機
・

雲

と

と

も
に

捕

ら

え

ら
れ

処

刑
さ
れ

た

時
に

は

「

三

陸
」

と

称

さ
れ

て

い

る
こ

と

か

ら

見
る

と

「

機
・

雲
」

と
の

年

齢

差
は

あ

ま
り

無
い

よ

う
に

思

わ

れ

る
。

ま

た
、

父

の

抗
が

亡

く

な
っ

た

時

に
、

「

晏
・

景
・

玄
・

機
・

雲
」

の

五

子

が

そ

の

兵

を

分
領
し

た

と
い

い
、

そ

こ

に

は

「

耽
」

の

名

が

見
え
な

い

が
、

時
に

陸

機
は

十

四

歳
、

一

つ

違
い

の

雲
は

十
三

歳

で

あ
る

か

ら
、

「

耽
」

の

年

齢

は

当

然

そ

れ

以

下

と
い

う
こ

と

に

な
り

、

父

の

兵
を

領
す

る

に

は

未

だ
年

齢
が

幼
か
っ

た

た
め

で

あ
っ

た
の

で

あ

ろ
う

。

五

　
お
わ

り

に

　

以

上
、

今
回
は

、

「

陸

機
の

兄

弟
に

つ

い

て
」

と
い

う
こ

と

で

検
討

を
進

め

て

き
た

が
、

こ

れ

ら
の

こ

と
は

言

う
ま

で

も

な
く

文

学
研

究
を

す

る

た
め

の
一

連
の

作
業
で

あ
る

。

勿

論
、

文

学

作
品

と

し

て

の

詩

文

を

取

り
上

げ

て
、

そ

れ

を

研

究
す
る

こ

と
は

当

然

の

こ

と
で

あ

る

が
、

そ

う
し

た

作

品
が

、

ど
の

よ

う
な

環

境
で

生

ま

れ

た
の

か
、

作

者

を

取
り

巻

く

様
々

な

事
象

を

分
析
・

整

理
し

て

い

く
こ

と

は
、

作

品

を
理

解

す
る

上

で
、

先

ず

成
さ

れ

な
け

れ

ば

な

ら

な
い

こ

と

だ

と

思
わ

れ

る
。

そ

の

た
め

に

は
、

資
料
の

収

集
、

そ

う
し

て

集
め

た

資
料
を

読

ま
な

け

れ

ば

な

ら
ず
、

時

間
が

相
当
に

か

か

る

け

れ

ど

も
、

そ

う

し

た
基

礎

作
業

を

少
し

ず
つ

進

め

て

い

か

な

け

れ
は

な

ら
な
い

と

考
え

て

い

る
。

次
の

機
会
に

は
、

そ

う

し

た

成
果
を

ふ

ま

え

て

陸
機
文
学
の

特

質
を

少
し

で

も

報

告

で

き

れ
ば

と

思

う
。

（

注
）

 

姜
亮

夫
『

陸

平

原

年
譜
』

陸

氏
世
系

表

の

注
に

「

機
同
輩
中

有
姉

。

　
宋
書
巻

八

十
一

顧
覬
之

伝
、

顧
謙

字
公

譲
、

呉

郡

人
、

陸
機
姉

夫
」

と

　
あ
る

。

 

『

南
史
』

巻
三

十

五
の

顧
覬

伝
も

同
じ

。

 

富
永
一

登
・

衣
川

賢
次
「

新
出

『

文
選
』

集

注
本

残

巻
校
記
」

（
『

中

　
国
中
世
文
学

研

究
』

第
三

十
六

号
）

を

参
照

。
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邱

檠
鰯
「

文
選
集
注

所

引

文

選
鈔

に

つ

い

て
」

（

『

小

尾

博
士

退

休
記

　

念

中
国

文
学

論
集
』

第
一

学

習

社
）

を
参
照

。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

お

そ

 

『

毛

譁
小

饗
．

常
棣
に

「

死

喪
之
威

、

兄
弟
孔

懐
」

（

死
喪
の

威
れ

、

　

兄

弟
　

孔

だ

懐

ふ
）

と

あ
る

。

 

『

毛

詩
』

郡
風
・

泉
水
に

「

問

我

諸
姑

、

遂
及
伯
姉
」

（

我

が

諸

姑
を

　

問
ひ

、

遂
に

伯
姉
に

及
ば

ん
）

と

あ

る
。

 

『

顔

氏
家

訓
』

文
章
篇

で

は
、

陸

機
の

「

姉
誄
」

の

此
の

句

を
取

り

　

上

げ
、

こ

れ
は

『

毛
詩
』

大
雅
・

大
明
に

「

大
邦

有
子
、

俔
天
之

妹
」

（

大

　

　
　
む
す
め

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

た

と

　

邦
に

子

有
り
、

天

の

妹
に

俔

ふ
V

と

あ

る

の

に

倣
っ

た
表
現

で

あ

る

　

が
、

自
分
の

姉
に
こ

う

し

た

表

現
を

用
い

る

の

は

適
切

で

は

な
い

と
、

　

批
評

し

て

い

る
。

 

高

橋
和

巳

「

陸
機
の

伝

記

と

そ

の

文

学

（

上
）
」

（
『

中

国
文
掌

報
』

第

　

十
一

冊
）

を

参
照

。

 

松
本
幸

男
「

陸
機
兄
弟
の

四

言
贈
答
詩
に
つ

い

て
」

（
『

立

命
館
文

学
』

　
第

五

二

号
V

を
参
照

。

 

森
野

繁
夫
・

佐
藤
利

行
『

王

羲
之

全
書
翰
』

（

白

帝
社
）

を

参
照

。

，
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